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条 項 号 現行規則及び規制の趣旨 見直し後の規制のイメージ 例示基準のイメージ 

定を準用するほか、次の各号の規定を守らなければ

ならない。 

56

の 2 

1 1 【現行規制】 

一 コンクリート破砕器を運搬するときは、衝撃等に

対して安全な措置を講ずること。 

 

【規制の趣旨】 

火薬類が衝撃により爆発しないようにするための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

1 2 【現行規制】 

二 コンクリート破砕器は、使用前に異常の有無を検

査し、異常のある場合には、当該コンクリート破砕

器を使用しないこと。 

 

【規制の趣旨】 

異常のある火薬類を使用することによる危害を防止す

るための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

1 3 【現行規制】 

三 使用に適さないコンクリート破砕器は、その旨を

明記したうえで、次項本文の規定により設けられた

火工所(同項ただし書の場合にあつては、火薬庫又は

第十五条第一項の表の貯蔵する者等の区分の欄に掲

げる場所)に返送すること。 

 

【規制の趣旨】 

異常のある／現場に適さない火薬類を使用することに

よる危害を防止するための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

1 4 【現行規制】 

四 落雷の危険があるときは、点火具に係る作業を中

止する等の適切な措置を講ずること。 

 

【規制の趣旨】 

落雷により火薬類が爆発することを防ぐための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

1 5 【現行規制】 

五 一日に消費場所に持ち込むことのできるコンクリ

ート破砕器の数量は、一日の消費見込量以下とし、

次項本文の規定により火工所が設けられている消費

場所に持ち込むコンクリート破砕器は、火工所を経

由させること。 

 

【規制の趣旨】 

一日の消費量を制限することで、爆発が生じた際の危

害を軽減するための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

1 6 【現行規制】 

六 消費場所においては、やむを得ない場合を除き、

次項本文の規定により設けられた火工所(次項ただし

書の場合にあつては、消費場所内の安全な場所)又は

破砕場所以外の場所にコンクリート破砕器を存置し

ないこと。 

 

【規制の趣旨】 

火薬類を存置する場所を制限することにより、爆発が

生じた際の危害を軽減するための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

2  【現行規制】 

２ 消費場所においては、コンクリート破砕器の管理

及び破砕の準備(薬筒に点火具を取り付け、又はこれ

を取り付けた薬筒を取り扱う作業を含む。)をするた

めに、火工所を設けなければならない。ただし、一

日の消費見込量が無許可消費数量以下の消費場所に

ついては、この限りでない。 

 

【規制の趣旨】 

一日の消費量を制限することで、爆発が生じた際の危

害を軽減するための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

3  【現行規制】 

３ 前項の火工所は、一の消費場所について一箇所と

する。 

 

【規制の趣旨】 

火薬類を取り扱う場所を制限することにより、爆発が

生じた際の危害を軽減するための規定 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

4  【現行規制】 

４ 第二項の火工所は、第五十二条第三項第五号、第

八号から第十号まで、第十二号及び第十三号の規定

を準用するほか、次の各号の規定によらなければな

らない。 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 

56

の 2 

4 1 【現行規制】 

一 火工所は、通路、火気を取り扱う場所、人の出入

する建物等に対し安全で、かつ、湿気の少ない場所

に設けること。 

 

【規制の趣旨】 

【改正案】 

改正なし 

【例示基準案】 

なし 
























